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   自ら学び 自ら考え 自ら行う       長崎市立桜町小学校 校長 片岡 勝志 
 

長崎市小学校音楽会（小音会） 
 

１１月１１日（火）から１３日（木）までの３日間、ブリックホールで開催される長崎市小学校音

楽会（小音会）。本校は、初日１１日の午前の部に４年生が出場しました。 

４年生は２学期に入ってから、音楽の時間や休み時間などを使って、少しずつ練習を積み重ねてき

ました。特に、１０月からは「桜っ子くんち」の稽古も並行して進める多忙な日々でしたが、子供た

ちは本当によく頑張ってきたと思います。 

その努力は、７日（金）に本校体育館で実施した「小音会出場学級を励ます会」で、全校児童が見

守る中、すでに素晴らしい演奏として披露されました。 

そして迎えた本番当日、大きな舞台、大勢の聴衆を前にしても、子供たちは臆することなく、練習

の成果をしっかりと発揮してくれました。 

４年２組は、合奏「ルパン３世」のテーマ、４年１・３組は、合奏「情熱大陸」。美しい音色を大ホ

ールいっぱいに響かせた、まさに圧巻の演奏ぶりでした。聴いている一人一人の胸に感動を届けるこ

とができたように思います。４年生、とても輝いていました。 

また、今年は、本校が「閉会のあいさつ」の役目も担いました。大勢が見守る中、堂々とした立派

なあいさつをしてくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

皆さん、本日は長時間にわたり、素敵な演奏と歌声を本当にありがとうございました。これで、私たち

の小音会は終了です。一緒に参加した 13校の皆さん、本当にお疲れ様でした。皆さんの演奏を聞いて、

一生懸命練習してきたことが伝わってきて、とても元気をもらいました。色々な曲の合唱や、楽しい合

奏を聴くことができて、とても感動しました。同じ音楽でも、学校によって全然ちがう表現があって、

すごいなぁと思いました。 

私たちは、小音会の練習を通して、一つの曲をみんなで作り上げる楽しさや、本番のステージに立つ

ドキドキを味わうことができました。２学期に入って約２か月間練習をしてきました。演奏は難しか

ったけど、先生や友達がほめてくれたからぼくたちのクラスはこれまでよりも仲良くなることができ

ました。この大会を準備してくださった先生方、会場で温かい拍手をおくってくださった保護者の皆

さんに、心から感謝します。皆さんの応援があったから、私たちは気持ちよく演奏できました。あり

がとうございました。 



 

この日は他校の素晴らしい合唱や合奏を聴くこともでき、４年生の子供たちにとって、音楽の楽し

さや素晴らしさに触れることができた一日となりました。小音会で見せてくれた真剣さと集中力は、

子供たちの大きな自信となったことでしょう。子供たちは本番終了後、これまでの小音会の取り組み

を振り返りました。いくつか紹介します。 

さあ、次は桜っ子くんちです。４年生は年番町の役目となり、「桜っ子神輿」を披露します。 

 

 

私たちは、今日、この音楽会で感じた『音楽の楽しさ』を

忘れずに、これからも学校生活の中で歌ったり、演奏した

りすることを楽しみたいと思います。そして、大きな舞台

を成功させた自信と、小音会で深まった友達との絆を、こ

れからの学校生活でいかしていきたいと思います。今日の

感動を大切にして、また明日からの学校生活を頑張ってい

きましょう。本日はありがとうございました。 

１０月前まで全くひけなく、サビのところしかひけなかった私が、今日全てを完ぺきにできたことが

信じらせません。私は毎日のように練習を重ね、いろんなコツを友達に教えてもらって２週間後には

ひけるようになりました。３組と合同でやったら、すごくびっくりしてとり肌がたちました。次は音

楽室に担任の先生や職員の人たちが来ました。そのたびに「すごかったね」「感動したよ」という声を

聞いて、だんだんと自分に自信がつきました。それを何度も続け、本番を今日やってみました。そし

たらその場にいた人たちが笑顔で体を動かしていました。音楽って人を感動させることだと知りまし

た。みんなにありがとうと言いたいです。 

練習で音色を変える時に変な音を出してしまって、本番当日間違えないようにと心配でたまらなかっ

たけど、いざステージに立つと心配より楽しいが勝って、間違えずに悔いのない最高の演奏ができた

と思います。人生で一度のブリックホールでの小音会が、一人一人の思いや頑張りで最高の思い出に

なったと感じています。井上先生や他の先生方、そして保護者の皆さんの応援や教えてくれたことを

生かして演奏できたのでよかったです。クラスのみんなとのきずなも深まったのでよかったと思いま

す。 

私は今日の小音会で木きんをしました。最初は楽譜を見ながら覚えたり、みんなと音が合わなかった

りしましたが、練習を重ねるたびにみんなと音が合ってきました。小音会本番は、たくさんの人たち

が見ていて緊張しましたが、やっていくうちに楽しくなりました。小音会は大成功しました。小音会

はみんなが心を一つにしたから大成功したと思います。他の学校の演奏もたくさん練習したんだなと

思いました。次は桜っ子くんちなので、桜っ子くんちも大成功できるように頑張りたいと思いました。 


